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研究概要
l ･ Mole cAnrtyping of Ca ndl
'
da tropiEO[l
'
s str ain s obt 血 ed
fro mblood ctlhl r eS and urine ofindividtl alpatients
ho spitali乞edin the HospitalandClinics ofUniv e r8idade
Estadtlalde Ca mpinas
- U N IC M,SADPa ulo,Br - ll
Ca･npin as大 学付 属病 院 入 臥患者の 血液 と 尿 か ら
C H R O Maga rの 簡易 同定 法で 合計61株 の C･ I,oPiEaあ
を分 離 した. 分離され た61株に つ い て 25SrD NAの
Dl/D2領域の塩基配列を決定 し. それらの デ ー タから
a tr opif alz
l
sと国定 した. 次 い でI G S領域 の R F LP に よ
る多型解析を行 っ た. ま た , 61株の燕剤感受性試顔を
a mphote ricin B, Au cyto sin e, Au con a zole, itr a cona2;01e,
mic ona2Dle お よ び mic益 mgiLLに つ い て 行 っ た (M A出
Ltli2 nM o retti-Br anchini,D ulcin eaB um - Me n c u s. 田口英
昭. 穐滞香代子, 福島和貴).
2･ Study ofthe de v elopm e nt ofa 2;01e
- r e sista n c ein C･
a]bic G n ∫S eque nCidis ohtesfro m patient u nde rlo ng-te r7n
且uc o n a 石01etherapy･
長期 的なF L C Z投 与 患者 の 尿 か ら 分離 さ れた C
albica71J6株 の 薬剤感受性試験 によ り. 2株 にFL C Z耐
性を認め た の で その 耐性メ カ ニ ズ ム に つ い て検討した.
こ れら耐性菌の りタ5 1 の塩基配列 に変異は寵め られず
他の 耐性機構を有する ことが示唆された (Ma ria hl 狙
M o fetti-1 hnchirli, Dulcin eaBlurb - M en e乞eS, 田 口英昭, 仁
戸田意和 , 福島和貴).
3. BioCdlTr w を用い た 卿
カ72'紗 uyに対する抗異常剤の 迅
速的な薬効評価および多剤併用
効果判定法に関する研究
深在性真菌症の 重要な海図菌で
ある A4wgl
'
lu sPmigptysは病巣内
で は菌糸発育をして い る, また .
坑夫菌剤によ る治療法は確立 し
で い な い , BioC dlTr a ce r法 はA.bmigqL7LSを生体内と同
様に菌糸発育させ , そ の 菌糸に直連載剤を作用させるこ
とにより . 成長速度と形態変化を指標に短時間 (4 - 6
時間) で効果の 判定が可能である . 現在は新しい抗真菌
剤である nic aLIJlgin の効果判定を行 い . 主菌糸の成長抑
制と同時に分岐が観察され 分岐の 成長速度ほ主菌糸の
1/3以下に降下する ことを報告した . また . 他剤との併
用順序および時間を変化させて効果的な薬剤投与法の検
肘を進めて い る (田口英F乱 仁戸田藩札 共同研究者:
福島和貴, 亀井克象 渡辺 管, 久木 光).
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